令和２年度　事前評価調書
１ 事業概要
	事業名
	都市計画道路　大阪河内長野線　天美東工区　街路事業

	担当部署
	都市整備部　交通道路室　道路整備課　建設グループ　（連絡先　06－6944－9276）

	事業箇所
	松原市天美東～天美南

	事業目的
	都市計画道路大阪河内長野線は大阪市界から河内長野市石仏までに至る延長約21.7ｋｍの道路であり、南河内地域における交通混雑の緩和や地域の活性化を図るとともに、防災機能の向上を担う南北軸として重要な路線である。
本事業は、大阪府都市整備部中期計画（案）において着手する路線として位置付けされており、既に供用している府道大阪狭山線から府道大堀堺線間に引続き、南河内地域の主たる南北軸である国道309号、府道大阪狭山線の主要渋滞箇所の改善や周辺の阪神高速6号大和川線や府道大堀堺線等の新規供用路線のネットワークを補完することなどを目的とする。

	事業内容
	道路築造
　　事業延長：0.5km
　　道路幅員：35.0m
　　　車　　道：４車線〔3.25m×4〕
　　　自転車道：両側〔2.5m×2〕
　　　歩　　道：両側〔3.5m×2〕

	事業費
	全体事業費：約74億円〔国：約41億円、府：約33億円〕
（内訳）調査費等　約　1億円

用地費　　約 66億円

　　　　　工事費　　約　7億円

	
	【事業費の積算根拠】

概略設計成果を基に概算事業費を算出
	【工事費の内訳】

・街路築造工　　約　4億円

・電線共同溝工　約　3億円

	事業費の変動要因
	・工事費については概算額で計上しており、今後、詳細設計により変動する可能性がある。

・用地取得に係る物件補償の算定については、概算額で計上しており、今後の詳細調査により変動する可能性がある。

	維持管理費
	約600万円／年

	関連事業
	・都市計画道路大和川線
・都市計画道路堺港大堀線


２ 事業の必要性等に関する視点
	上位計画等に

おける位置付け
	大阪府都市整備中期計画(案) (H28.3改訂)

	優先度
	国道309号、府道大阪狭山線の主要渋滞箇所の改善や周辺の阪神高速6号大和川線や府道大堀堺線等の新規供用路線のネットワークを補完する路線として順次整備しており、優先度が高い。

	事業を巡る
社会経済情勢等
	・並行する府道大阪狭山線及び国道309号において、主要渋滞箇所が複数箇所存在。
・平成30年11月に府道大堀堺線が開通し、周辺の交通量が増加している。

・令和2年3月に阪神高速6号大和川線が開通し、周辺のさらなる交通量増加が想定される。
・整備済区間で大規模ショッピングセンターがオープン予定。

	地元の協力体制等
	地元市より早期事業着手の要望がある。

	事業の投資効果

＜費用便益分析＞

または

＜代替指標＞
	【効果項目】

・交通円滑化効果

走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益
【分析結果】

・B/C＝2.71
　B＝153.6億円　C＝56.7億円
【算出方法】

・国土交通省「費用便益分析マニュアル」（平成30年2月）により算出
・H22交通センサスベースのR12年（2030年）将来交通推計値により算出

	事業効果の

定性的分析

（安全・安心、活力、
快適性等の有効性）
	【安全・安心】
・車道・自転車道・歩道が分離構造となり、通行者の安全性が向上する。
・松原市の地域防災計画で災害時における物資等の輸送道路として位置づけられており、
災害時のネットワークが強化される。
・整備された道路が延焼遮断空間となり、防災機能の向上が期待される。
【活力】
・高速道路ICアクセス強化に伴う物流の効率化が期待される。
【快適性】
・並行する路線（国道309号、府道大阪狭山線）の渋滞緩和に寄与する。
【受益者】
道路利用者、地元住民


３ 事業の進捗の見込みの視点
	事業段階ごとの

進捗予定と効果
	令和　3年（2021年）度　～　令和　4年（2022年）度：測量・設計
令和　4年（2022年）度　～　令和　9年（2027年）度：用地取得
令和 10年（2028年）度　～　令和 12年（2030年）度：工事

	完成予定年度
	令和 12年（2030年）度


４ コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点
	コスト縮減や
代替手法との
比較検討
	・都市計画決定済みであり、既に北側の一部区間が出来ていること
・本路線の整備については、橋梁や地下構造等を有しない平面構造であること
以上のことから、現案が適切である。


５ 特記事項
	自然環境等への

影響とその対策
	・周辺道路の渋滞が緩和され、大気質への負荷物質排出量の抑制に寄与。

	その他特記事項
	－


６ 対応方針（原案）
	対応方針
（原案）
	○事業実施
＜判断の理由＞

・本路線の整備により、南河内地域の主たる南北軸である国道309号、府道大阪狭山線の渋滞緩和に寄与する。
・周辺の阪神高速6号大和川線や府道大堀堺線等の新規供用路線のネットワークを補完する。
・十分な幅員が確保された歩道・自転車道を整備することにより、歩行者・自転車の安全が確保され、快適性が向上する。
・防災機能の向上を担う南北軸として重要な路線である。
以上の理由により、事業を実施する。




